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３．将来のまちづくりの方向性 

 

３－１ 上位計画の整理 

(1) 第五次白石市総合計画【平成 23 年～】 

第五次白石市総合計画（計画の概要）                      （1/2） 

計画期間 平成 23 年～平成 32 年 

将来像 『市民が共に支え合いながら、生きる力を育み、ふるさと白石に誇りをもてるま

ちづくりを進めます』 

運営の理念 「誇り」「生きる力」「支え合い」 

将来フレーム ○平成 32 年 総人口：34,131 人 

年少人口:3,877 人（11.3％）、生産年齢人口:18,452 人（54.1％）、

老年人口:11,802 人（34.6％）  

施策の大綱 第 1章 豊かな感性と人間性を育み、伝統文化を継承するまちづくり 

第 2章 安心して子どもを産み育て、心やすらかに暮らせるまちづくり 

第 3章 市民が主役になって地域をつくり、交流を楽しむまちづくり 

第 4章 産業の活力を生む新しい価値を創造し続けるまちづくり 

第 5章 美しい自然を受け継ぎ、安全で快適に過ごせるまちづくり 

重点プロジェ

クト 

■ 交流を育む地域の人材力の強化 

■ 交流を活かし、創造する白石ブランドの構築 

■ 交流を支えるネットワーク基盤の構築 

地域別まちづ

くり方針 

「市民が主役のまちづくり」を実現するため、市内の 9 地区で地域デザイン会議

を開催し、市民と市職員が地域の問題や課題を共有しながら、地域が目指すまち

づくりの目標として「まちづくり宣言」を策定 

計画の体系  
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第五次白石市総合計画（計画の概要）                      （2/2） 

地域別まちづ

くり方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域別まちづくり方針キャッチフレーズ 

 

■交通に関す

る方針 

第５章 美しい自然を受け継ぎ、安全で快適に過ごせるまちづくり 

□現状と課題 

本市は、南北に東北縦貫自動車道と国道４号、そして東西に国道１１３号が走り、

道路網の要として利用されています。また、鉄道網においても、東北新幹線白石

蔵王駅と東北本線の４駅（白石駅、北白川駅、東白石駅、越河駅）が設置されて

おり、高速交通体系を備えた交通基盤を形成しています。 

 一方、高齢化の進展に伴い、高齢ドライバーの事故防止に向けた安全運転の啓

発活動や、市民一人ひとりが交通安全の意識を持つことが必要です。 

 また、市民バスや乗合タクシーなどの公共交通機関の維持・充実が求められて

います。 

【3年後の望ましい姿】 

○市民バス及び乗合タクシーの運行の管理 

○デマンド型など、新たな公共交通体系の整備・検討 

■交通に関す

る施策 

【実現に向けての主な取り組み】 

○交通アクセス網の整備促進（国・県・ＪＲ） 

○道路網の整備（市道） 

○公共交通網の確保 

○交通安全意識の普及啓発 

豊かな自然と歴史のふるさと大鷹沢

大鷹沢地区 

「白川の地域力を活用し、子どもか
ら大人まで地域一丸となって元気
な白川づくり目指します。」 

白川地区 

ふるさと深谷の更なる発展・子どもの 
未来に明るく豊かな将来を!! 

深谷地区

「地域の宝（人材・自然・伝統文化）」は
自分たちで創ろう！育てよう！守ろう！

福岡地区 

「みんなで残そう、 
小原の豊かな自然と文化」

小原地区

『人と人とのつながりを大事に歴史や 
自然を継承していくまちづくり』 

白石地区

「こすごう」という名の大家族、
みんなで支え合う明るいまち、越河！

越河地区

《絆を強める・深める まちづくり》 

斎川地区

「主役はあなた」のまちづくり大平

大平地区 



44 

 

(2) 白石市都市計画マスタープラン【平成 22 年～】 

白石市都市計画マスタープラン（計画の概要）                  （1/3） 

計画期間 平成 22 年～平成 42 年（中間目標年次：平成 32 年） 

基本目標 市民が共に支え合いながら、生きる力を育み、ふるさと白石に誇りをもてるまち

づくり 

重点テーマ 人・暮らし・環境が創り出す調和と活力の共生都市 しろいし 

将来都市構造 ○集約型市街地の基本的構成 

基本ゾーニング：「都市的な土地利用を促進する区域」と農業集落地等に位置す

る集落居住の「自然環境と共生する区域」、及び農地・森林・

水辺等の「自然環境を維持・保全する区域」の区域区分を明

確化 

 骨格となる都市軸：主要都市を結ぶ「広域連携軸」、主に県南地域を結ぶ「地域

連携軸」の区分を明確化。さらに、本市の特徴である水辺

環境の軸の区分を明確化。 

都市づくりの

基本方針 

■都市構造 集約型の都市づくり 

■住環境 安全で、安心して暮らせる生活空間づくり 

■産業経済 産業の活力の再生を支援する都市づくり 

■自然環境 豊かな自然環境の保全、自然と共生する生活環境の維持 

■観光・歴史・景観 魅力と風格を高める都市づくり 

 ○交通施設整備方針 
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白石市都市計画マスタープラン（計画の概要）                  （2/3） 

分野別構想 

 

 

 

■交通施設整備の方針 ○公共交通の方針 

(1)鉄道交通 

・関係機関と連携し、更なる利便性の向上を図ります。 

(2)バス交通 

 ・市内の主要な公共施設・駅と各地区・集落地を連絡する誰もが利用しやすい白

石市民バスの機能維持、利便性の向上に努めます。 

 ・廃止された路線バスの代替手段として、デマンド型など新たな公共交通体系に

ついて整備・検討します。 

(3)鉄道駅 

 【白石駅】 

 ・身近な通勤通学、買物等の生活や広域交流を促進する公共交通の機関となる拠

点として位置づけます。 

 ・鉄道とバス、タクシー等の交通結節機能の強化を図るため、必要に応じて駅前

広場や関連する各種交通施設の整備・改善を図ります。 

 ・利便性の向上、東西ネットワークの確保、ユニバーサルデザインの配慮のため、

白石駅東西自由通路の整備を推進します。 

 ・公共交通の利用促進を図るため、必要に応じてパーク＆ライド駐車場、サイク

ル＆ライド駐輪場の利用を推進し、環境負荷低減に努めます。 

 【白石蔵王駅】 

 ・広域交流を促進する公共交通の基幹となる拠点として位置づけます。 

 ・観光客向けのサイクル＆ライドを推進し、白石市民バスの機能の維持・向上に

より、白石駅や中心商業地との連携強化を図ります。 

 【東白石駅、北白川駅、越河駅】 

 ・高齢者をはじめとする誰もが快適に利用できるよう、ユニバーサルデザインに

配慮した施設の整備・改善を進めます。 

 ・パーク＆ライド駐車場、サイクル＆ライド駐輪場は、適正な維持管理を行い、

鉄道の利用を推進し、環境負荷低減に努めます。 
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白石市都市計画マスタープラン（計画の概要）                  （3/3） 

地区別構想 

 

 

 

■地区別構想 ○施設整備の方針 

(1)白石地区 

・白石駅は、東西ネットワークの確保を図るため、白石駅東西自由通路の整備を

推進します。 

・公共交通の利用促進を図るため、必要に応じてパーク＆ライド駐車場、サイク

ル＆ライド駐輪場の利用を推進し、環境負荷低減に努めます。 

(2)大鷹沢地区 

・白石蔵王駅は、地域住民の気軽な移動手段となるデマンド型など新たな公共交

通体系の拠点の形成を図ります。 

・交流の玄関口である白石蔵王駅は、観光案内所を中心とした観光の情報発信機

能の充実を図ります。 

・公共交通の利用促進を図るため、白石蔵王駅周辺は、必要に応じてパーク＆ラ

イド駐車場、サイクル＆ライド駐輪場の利用を促進し、環境負荷低減に努めま

す。 

・地域生活の向上、観光・交流の促進のため、充実した主要幹線道路網の維持を

図ります。 

・本市の拠点である白石駅との連携の強化を図るため、白石市民バスの充実を図

ります。 

 (3)福岡地区 

・一般県道南蔵王白石線は、地域資源への重要なアクセス道路と位置づけ、既存

の交通処理機能の維持に努めます。 

・誰もが利用ができるよう、白石市民バスの運営の維持と向上に努めます。 

(4)大平地区 

・交通量が多い国道 4 号は、道路管理者と連携し、2 車線区間の 4 車線化を推進

します。 

・大鷹沢地区の工業団地のアクセス性の向上、地域の交通環境の強化の観点から、

(都)沖の沢郡山線の整備を推進します。 

・(都)威徳寺前大橋線は、集落地と市街地のネットワーク強化のため、既存道路

の機能の維持に努めます。 

 

 


